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研修受講ガイダンス（オリエンテーション）
本研修の獲得目標・プログラム概要・学びの見取り図

特定非営利活動法人
かながわ障がいケアマネジメント従事者ネットワーク

令和７年度神奈川県相談支援従事者初任者研修共通講義

受講に当たって
• 令和７年度、相談支援従事者初任者研修の受講にあたり、日本相談支援専

門員協会のWEB講義（Ｅラーニング）では、講義前のガイダンス講義はあり

ません。

• WEB講義を受講する前に必ず、本研修構造の理解を深める意味で、各講義

の流れと獲得目標、受講前・受講後の振り返りシートの目的などをご理解頂

くために、本ガイダンスを先ず読み込んで頂きたいと思います。

• なお、末尾の「神奈川県相談支援従事者人材育成ビジョン（抜粋版）」を是非

ご確認頂きますよう、合わせてお願い致します。

日本相談支援専門員協会作成のガイダンス「受講に当たって」を一部改変
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本科目の流れ（ガイダンスの概要）

はじめに
① 相談支援専門員の役割・ミッション
② 相談支援専門員に必要とされる力
③ 職業教育の理論と方法
④ 相談支援専門員の人材育成体系
⑤ 継続的な学びの必要性
⑥ 本研修の獲得目標
⑦ 本研修のプログラムとその構造

まとめ
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平成30年度 障害者総合福祉推進事業「相談支援従事者研修ガイドラインの作成及び普及事業」
新カリキュラムに基づく相談支援従事者養成研修モデル研修(初任者研修)資料を引用し、一部改変

本科目の概要と獲得目標（１）

【概要】
① 相談支援専門員の人材育成体系とその方法、その中での本
研修の位置づけと獲得目標について講義を行う。

② 本研修の科目概要と科目間の相関について講義を行う。
③ 職業教育や学習の理論について講義を行う。

【獲得目標】
① 初任者研修の狙いや獲得目標、研修全体を通して学ぶこと
など初任者研修の構造と内容を把握し、本研修に臨む姿勢
や方法を理解する。

② 本研修が相談支援専門員の人材育成体系の一部であること
とその全体の中での位置づけを知り、継続的な学びの必要
性を認識する。

平成30年度障害者総合福祉推進事業「相談支援従事者研修ガイドラインの作成及び普及事業」
新カリキュラムに基づく相談支援従事者養成研修モデル研修(初任者研修)資料を引用
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本科目の概要と獲得目標（２）

【確認しましょう】

 どのような目的で
 どのようなことを身につ
けようとして

この研修に臨んでいますか?

¶自分の「振り返りシート」を
確認してください。

¶受講前の今、自分はどのような
段階・様子ですか?

平成30年度障害者総合福祉推進事業「相談支援従事者研修ガイドラインの作成及び普及事業」
新カリキュラムに基づく相談支援従事者養成研修モデル研修(初任者研修)資料を引用

初任者研修ってなんだ??

サービス等利用計画の
書き方を教えてくれる?

計画相談のやりかたを
教えてくれる?ケアマネジメントを

教えてくれる?
ソーシャルワークの

ことを教えてくれる?

受けたら計画相談が
できるようになる?

受けたら、良いサー
ビス等利用計画が書
けるようになる?

平成30年度障害者総合福祉推進事業「相談支援従事者研修ガイドラインの作成及び普及事業」
新カリキュラムに基づく相談支援従事者養成研修モデル研修(初任者研修)資料を引用
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そもそも、相談支援って
何のための仕事なの?

どんなことをする仕事なの?
その仕事ができるようになるにはどうしたらいいの?

教えてもらうってどういうこと?
先生がいて授業を聞いたり、

与えられた問題を解くのが勉強なの?

－現場に戻ったら、
誰かが答え合わせしてくれるのかなぁ?－

技術だけでなく、「そもそも」のことに目を向ける

学びかた、育ちかたに目を向ける。

平成30年度障害者総合福祉推進事業「相談支援従事者研修ガイドラインの作成及び普及事業」
新カリキュラムに基づく相談支援従事者養成研修モデル研修(初任者研修)資料を引用

そもそも、相談支援って
何のための仕事なの?

どんなことをする仕事なの?
その仕事ができるようになるにはどうしたらいいの?

技術だけでなく、「そもそも」のことに目を向ける

① 相談支援専門員の役割・ミッション
② 相談支援専門員に必要とされる力

１

平成30年度障害者総合福祉推進事業「相談支援従事者研修ガイドラインの作成及び普及事業」
新カリキュラムに基づく相談支援従事者養成研修モデル研修(初任者研修)資料を引用
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地域を基盤とした
ソーシャルワーク

相談支援の役割・ミッション

障害のある人が
その人らしく

地域で
暮らせるように

個別の支援

地域づくり

なぜ、そういう活動
(仕事)が必要なの?

どういう姿勢
で臨めばいいの?

平成30年度障害者総合福祉推進事業「相談支援従事者研修ガイドラインの作成及び普及事業」
新カリキュラムに基づく相談支援従事者養成研修モデル研修(初任者研修)資料を引用

本人のことを
理解して、

話をよく聞き、
いい関係を作り、 本人と一緒に

ゴール(目標)を
定めて

色々な手段、資
源を使いながら

そのゴール
をめざす

その過程を「可視化する」

地域を基盤とした
ソーシャルワーク

障害のある人が
その人らしく

地域で
暮らせるように

個別の支援

地域づくり

具体的に
どうするの?

相談支援の役割・ミッション

どうしたら
私でもできる
ようになる?

平成30年度障害者総合福祉推進事業「相談支援従事者研修ガイドラインの作成及び普及事業」
新カリキュラムに基づく相談支援従事者養成研修モデル研修(初任者研修)資料を引用
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教えてもらうってどういうこと?
先生がいて授業を聞いたり、

与えられた問題を解くのが勉強なの?

－現場に戻ったら、
誰かが答え合わせしてくれるのかなぁ?－

学びかた、育ちかたに目を向ける。

③ 職業教育の理論と方法
④ 相談支援専門員の人材育成体系
⑤ 継続的な学びの必要性

２

平成30年度障害者総合福祉推進事業「相談支援従事者研修ガイドラインの作成及び普及事業」
新カリキュラムに基づく相談支援従事者養成研修モデル研修(初任者研修)資料を引用

がんばってこの研修を受けたら、
現場に戻って仕事ができるようなる。

大きな
誤解です

法定研修であるこの初任者研修には
仕事ができるようになる全てが網羅されている。

講師のミッションは、
みなさんを仕事ができる人にすることだ。

今回、講師が教えることをちゃんと消化すれば、
仕事ができる人になれる。

平成30年度障害者総合福祉推進事業「相談支援従事者研修ガイドラインの作成及び普及事業」
新カリキュラムに基づく相談支援従事者養成研修モデル研修(初任者研修)資料を引用
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職業教育の理論と方法

【教育方法の変遷】
 一方通行、１対多の「教授-学習モデル」が一般的な教育方
法だと考えられた時代が続いた(現場では)。

 しかし、心理学や教育工学の分野から、主体的かつ積極的
(対話的)、発見的な学習方法とその実現のための学習環境
デザインの研究が進展した（※様々な理論や理論や方法があります）。

 特に、社会福祉のような正答が一意に定められがたい (正
解か検証困難な)対人援助の分野では、特に効果的と言われ
ている。

【職業教育の理論】
 もともと職業教育の理論では、提示-模倣-実践-省察等の相
互作用やサイクルの重要性が謳われることが多い。

指導者側の姿勢もまた大きく変遷

平成30年度障害者総合福祉推進事業「相談支援従事者研修ガイドラインの作成及び普及事業」
新カリキュラムに基づく相談支援従事者養成研修モデル研修(初任者研修)資料を引用

自ら主体的に学んだことこそ
真に血となり肉となります。 講師がみなさんを仕事ができる人

にするのではありません。

講師が教えることをちゃんと受け取りさえすれば
仕事ができる人になるのではありません。

前提には、動機づけ(意欲、モチベーション)

問題の提示

活性化

例示

応用

統合

「この問題もできるかな?」
→「よし。やってみよう!」

「今の力でできないかな?」
→ 「むずかしいな。新たな学びが必要だ。」

「まずはお手本を見せます。」
→「なるほど!そういうことか。」

「今度は自分でやってみましょう。」
→「なるほど!方法がわかりました。」

「現場でやってみてください。」
→「少しずつできるようになってきました。」

参考:メリルの学習環境デザイン原理 学習とは
・自ら発見する。

（気づく）
・気づいたこと
を定着させる。

★「習う」こと
に慣れすぎてい
ませんか?
→「学ぶ」へ

★主体的、参加
型(対話的)な学
びとは?

平成30年度障害者総合福祉推進事業「相談支援従事者研修ガイドラインの作成及び普及事業」
新カリキュラムに基づく相談支援従事者養成研修モデル研修(初任者研修)資料を引用
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自ら主体的に学んだことこそ
真に血となり肉となります。 講師がみなさんを仕事ができる人

にするのではありません。

講師が教えることをちゃんと受け取りさえすれば
仕事ができる人になるのではありません。

①「問い」を持って参加する。聴く。

・問いのヒントが獲得目標にあります。
・振り返りシートも活用してください。

② 頭と手と口、時には体全体を動かす。

・啓示は降りてきません。意識すると気づきます。
・積極的に参加しましょう。参加型の演習を多く取り入れ
ています。「間違い」や「ひとつの正しい答」はありませ
ん。怖がらず意見を出し合いましょう。

平成30年度障害者総合福祉推進事業「相談支援従事者研修ガイドラインの作成及び普及事業」
新カリキュラムに基づく相談支援従事者養成研修モデル研修(初任者研修)資料を引用

継続的な学びが必要です。
- 経験と概念化 - この研修を修了しさえすれば、現場に戻ってすぐ

仕事ができるようになるわけではありません。

この研修で仕事ができるようになる
全てが網羅されているわけではありません。

具体的経験
感じる

参考:コルブの経験学習モデル

省察的観察

抽象的概念化

能動的実験
観察する

考える

試してみる

【研修】でもこのサイクルが重要
・受け身で情報(知識)を一方通行で受け取るだけも、単に発散するだけでも効果は薄い。

【学び】全体でもこのサイクルが重要: 研修が終わってからが重要
・研修も時に必要、現場での実践とその振り返り(スーパービジョン等)も重要。

平成30年度障害者総合福祉推進事業「相談支援従事者研修ガイドラインの作成及び普及事業」
新カリキュラムに基づく相談支援従事者養成研修モデル研修(初任者研修)資料を引用
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継続的な学びとその場

テーマ別
研修

階層別研修

熟達化

初任者
研修

現任
研修

主任
研修

現任
研修

知っておきたい知識

身につけておきたい技能

常に基盤におくべき価値

積んでおきたい経験

地域での
OJT

専門コース別研修、スキルアップ研修、支援調整会
議研修・・・等

スーパービジョン

助言・事例検討など

少なくとも
５年

５年間のうち
に１回

ここに載って
いる以外にも!

平成30年度障害者総合福祉推進事業「相談支援従事者研修ガイドラインの作成及び普及事業」
新カリキュラムに基づく相談支援従事者養成研修モデル研修(初任者研修)資料を一部改編

① 内容だけでなく「学びの構え」もこの研修の獲得目標。

・本研修は学習環境デザインを意識して作られています。
・この研修の全体での位置も確かめてください。

② 現場での実践とその概念化が必要です。

・地域の中で学ぶ場を探しましょう。
これから確実に作られてゆくはずです。

・スーパービジョンはこうした学びにも役立ちます。

継続的な学びが必要です。
- 経験と概念化 - この研修を修了しさえすれば、現場に戻ってすぐ

仕事ができるようになるわけではありません。

この研修で仕事ができるようになる
全てが網羅されているわけではありません。

平成30年度障害者総合福祉推進事業「相談支援従事者研修ガイドラインの作成及び普及事業」
新カリキュラムに基づく相談支援従事者養成研修モデル研修(初任者研修)資料を引用
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初任者研修では、何をどう学ぶの?

さぁ、いよいよ始まります。

⑥ 本研修の獲得目標
⑦ 本研修のプログラムとその構造

３

平成30年度障害者総合福祉推進事業「相談支援従事者研修ガイドラインの作成及び普及事業」
新カリキュラムに基づく相談支援従事者養成研修モデル研修(初任者研修)資料を引用

継続的な学びの中での初任者研修とその獲得目標

テーマ別
研修

階層別研修
熟達化

初任者研修
神奈川県域では法定研
修7日に1.5日を追加

現任
研修

主任
研修

現任
研修

地域での
OJT

スーパービジョン

助言・事例検討など

少なくとも
５年

５年間のうち
に１回

ここに載って
いる以外にも!

① 地域を基盤としたソーシャルワークとしての障害者相談支援の価値と知識を理解する。

② 基本相談支援の理論と実際を理解し、障害者ケアマネジメントのスキルを獲得する。

④ 地域づくりとその核となる（自立支援）協議会の役割と機能を理解する。

③ 計画相談支援の実施に関する実務を理解し、一連の業務ができる。

獲
得
目
標

相談支援専門員
の入口

活性化

例示

提示

統合応用

平成30年度障害者総合福祉推進事業「相談支援従事者研修ガイドラインの作成及び普及事業」
新カリキュラムに基づく相談支援従事者養成研修モデル研修(初任者研修)資料を引用
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この研修の構造

講義

演習１

・必要な学びの構造や内容を提示。
・動機づけを高める(ミッション!)。
・具体的な中味を知る、やってみせる。

実習１

演習2-1

演習３

演習４

・自分で体験してみる(試してみる)。
・自ら主体的に参加して学ぶ。
・統制された環境でモデルを学ぶ。

・自分で実地で体験してみる。
・実地の複雑性の中で実践的に学ぶ。

・自らの実践を言語化し、表現する。
・多様な視点で検討し、気づきを持つ。

・これまで学んだことの定着を図る。
・多様な視点で検討し、気づきを持つ。

・研修の振り返り(省察)を行い、今後の
実践への指針を得る。

・抽象から具体へ
・理論から実践へ
・単純から複雑へ

活性化
例示

統合

提示

応用
実験

経験

概念化

実習２
・演習2-1での気づきを元にさらに実地で

の体験を深める。
・実地の複雑性の中で実践的に学ぶ。

省察

統合
経験

演習2-2 ・自らの実践を言語化し、表現する。
・多様な視点で検討し、気づきを持つ。

省察

省察

現場に戻ってからも続けて
ほしい、スーパービジョン
やケースレビューの体験を

通して学ぶ。

まとめ（この科目のポイント）

① 相談支援従事者の役割・ミッションについて説明できますか?
② 相談支援従事者に必要とされる力について説明できますか?
③ なぜ学びとその継続が必要か、具体的にどのような学びの方法が
あるかについて説明できますか?

④ 相談支援専門員の人材育成体系について説明できますか?
⑤ 継続的な学びの必要性について説明できますか?
⑥ 本研修の獲得目標について説明できますか?
⑦ 本研修の構造について説明できますか?

※もう一度、自分の振り返りシートを確認しましょう。
どのような気づきや知識・視点の獲得がありましたか?

平成30年度障害者総合福祉推進事業「相談支援従事者研修ガイドラインの作成及び普及事業」
新カリキュラムに基づく相談支援従事者養成研修モデル研修(初任者研修)資料を引用
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12

まとめ

【確認しましょう】

・講義の前後でどのような
変化がありましたか?

・講義後の気づきを具体的に
記入してください。

平成30年度障害者総合福祉推進事業「相談支援従事者研修ガイドラインの作成及び普及事業」
新カリキュラムに基づく相談支援従事者養成研修モデル研修(初任者研修)資料を引用
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